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今
年
度
の
ひ
ま
わ
り
教
室
で
は
、
子
ど
も

た
ち
に
か
わ
ぺ
の
自
然
を
灼
っ
て
も
ら
お
う

と
、
自
然
観
察
会
宇
佐
行
い
ま
し
た
。

七
月
六
日
悩
に
、
四
国
一
の
樹
木
歪
で
あ

る
得
層
修
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
稲
八
合
峠

で
樹
木
の
観
察
会
を
実
施
。

当
日
は
、
台
風
五
号
の
影
響
に
よ
る
雨
が

降
っ
た
り
止
ん
だ
り
と
あ
い
に
く
の
天
候
の

中
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
よ
り
も
保
護
者

の
皆
さ
ん
が
熱
心
に
観
察
を
さ
れ
で
い
ま
し

た。
八
月
二
十
三
日
働
に
は
、
桑
田
一
男
氏
を

講
師
に
お
迎
え
し
、
河
辺
川
で
水
生
生
物

(
水
生
毘
虫
)
の
観
察
会
を
実
施
。

桑
田
先
生
に
よ
る
と
、
河
辺
川
の
水
の
清

ら
か
き
は
、
『
中
の
上
』
と
い
う
ご
と
で
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

の
幼
虫
や
初
め
て
見
る
水
生
生
物
の
観
察
と

川
遊
び
が
一
度
に
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
よ

う
で
す
。

ま
だ
ま
だ
河
辺
村
に
は
自
然
が
い
っ
ぱ
い

残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
美
し
い
環
境
を
後
世

に
残
す
た
め
に
も
、
今
出
来
る
こ
と
を
皆
さ

ん
で
考
え
、
実
行
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
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(2) れミわか 平成14年 9月25日

一
般
会
計

特
別
会
計

二七

(⑭: 

一
六
一
千
円

四
一
六
千
円

第 151号

平
成
十
四
年
第
三
回
河
辺
村
議

会
定
例
会
が
、
全
議
員
出
席
の
も

と
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

上
川
、
梅
木
両
議
員
の
一
般
質

問
に
引
き
続
き
、
報
告
三
件
の
承

認
、
条
例
改
正
等
三
件
、
十
四
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
三
号
)

三
千
七
百
十
六
万
一
千
円
、
十
四

年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
三
千
二

百
四
十
一
万
六
千
円
の
議
案
六

件
、
工
事
変
更
請
負
契
約
締
結
議

案
一
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

寺
品
7
レ
み
ん
。

続
い
て
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に
寿
野
嵩
氏
(
六
一

歳
)
H北
平

H
再
任
に
同
意
、
教

育
委
員
会
に
玉
井
隆
氏
(
六
八

歳
)
1
横
山
H

の
任
命
に
同
意
、

監
査
委
員
に
小
西
猛
氏
(
七
三

歳
)
H北
平

H
の
選
任
に
同
意
、

さ
ら
に
発
議
一
件
の
原
案
可
決
、

「
地
方
財
源
の
充
実
確
保
に
関
す

る
意
見
書
」
の
採
択
一
件
が
あ
り

ま
し
た
。

上

川

勝

利

梅
木
加
津
子

議
員

議
員

O
市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て
、

村
長
の
合
併
ま
で
の
取
り
組

み
、
河
辺
地
区
の
こ
と
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て

①
福
祉
政
策

②
診
療
所
、
幼
稚
園
、
小
、
中

学
校
の
存
続

③
公
共
事
業
の
推
進

④
道
路
の
開
設
、
維
持
管
理

⑤
農
林
業
振
興
と
補
助

⑥
無
償
パ
ス
の
運
行

⑦
商
工
、
観
光
の
推
進
と
開
発

(
村
長
答
弁
)

①
合
併
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず

本
当
に
重
要
な
こ
と
は
い
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
独
自
の
取

り
組
み
も
あ
り
大
変
電
れ
て

い
ま
す
が
、
今
後
は
、
統
一
化

の
方
向
に
な
る
も
の
も
出
て
く

る
と
考
え
ま
す
。

②
医
療
、
教
育
施
設
は
、
絶
対

に
残
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

③
今
ま
で
の
よ
う
に
推
進
す
べ

き
で
あ
る
が
、
こ
の
不
況
の
時

代
厳
し
い
状
況
は
避
け
て
通
れ

な
い
と
考
え
ま
す
。

④
当
然
必
要
な
も
の
は
い
り
ま

す
し
維
持
管
理
も
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
考
え
ま
す
。

⑤
独
自
の
補
助
、
貸
付
金
も
数

多
く
実
施
し
て
い
る
が
、
他
の

市
町
村
と
照
ら
し
あ
う
段
階

で
、
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら

協
議
を
重
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑥
絶
対
に
存
続
す
べ
き
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

⑦
地
域
づ
く
り
と
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
大
切
な
項
目
で

も
あ
り
、
商
業
の
推
進
、
定
着

し
て
い
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
継

続
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

合
併
を
行
な
い
ま
す
と
あ
る
程

度
整
合
性
も
図
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
実
施
形
態
も
変
わ
っ
て

く
る
で
あ
ろ
う
し
、
或
い
は
補
助

事
業
の
負
担
の
率
も
変
わ
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
協
議
会

に
お
い
て
審
議
し
て
い
く
わ
け
で

あ
り
ま
す
が
、
内
容
等
に
つ
き
ま

し
て
は
行
政
委
員
さ
ん
或
い
は
、

広
報
を
通
じ
で
周
知
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
内
子
・
五
十
崎
両
町
が

県
の
示
す
基
本
パ
タ
ー
ン
か
ら
抜

け
ら
れ
二
町
で
合
併
さ
れ
る
こ
と

は
誠
に
残
念
で
あ
り
ま
す
が
、
私

は
、
あ
く
ま
で
県
の
示
す
基
本
パ

タ
ー
ン
で
の
合
併
を
考
え
て
お
り

ま
す
。今

日
ま
で
、
諸
先
輩
の
方
々
が

創
り
上
げ
て
き
た
こ
の
海
辺
を
い

つ
ま
で
も
住
み
よ
い
村
明
つ
く
り
に

努
め
る
の
は
我
々
に
課
せ
ら
れ
た

責
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
大

変
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、
問
題

も
山
積
み
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
、
議
員
各
位
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
住
民
の
方
々
の
願

い
を
織
り
込
め
る
よ
う
市
町
村
建

設
計
画
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
 

梅
木
加
津
子

議
員

①
就
学
前
ま
で
の
医
療
費
の
完
全

-
無
料
化
に
つ
い
て

(
村
長
答
弁
)

今
年
四
月
か
ら
県
の
助
成
要
綱

の
改
正
に
よ
り
、
就
学
前
ま
で
の

入
院
一

f

」
費
が
助
成
の
対
象
と
な

っ
て
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
が
図

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
外
来
に
つ
き
ま
し
て
は
負
担

額
も
少
な
い
と
判
断
し
て
お
り
現

行
ど
お
り
保
護
者
の
方
に
ご
負
担

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す。②
中
間
地
域
総
合
整
備
事
業
に
つ

い
て

(
村
長
答
弁
)

全
体
計
画
に
つ
き
ま
し
て
一
部

変
更
が
あ
り
、
平
成
十
四
年
度
実

施
の
市
民
農
園
等
の
整
備
が
県
営

事
業
か
ら
県
補
助
事
業
「
二
十
一

世
紀
型
農
産
地
育
成
事
業
」
で
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
。
予
算
面
も

事
業
費
が
減
額
と
な
り
負
担
金
も

五
千
百
九
十
三
万
円
を
減
額
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
「
二
十
一
世
紀

型
農
産
地
育
成
事
業
」
は
、
担
い

手
不
足
、
機
械
化
が
進
ま
な
い
現

在
の
土
地
利
用
型
の
農
業
か
ら
、

二
十
一
世
紀
の
新
た
な
農
業
の
あ

り
方
を
模
索
す
べ
く
施
設
利
用
型

農
業
に
取
り
組
も
う
と
す
る
も
の

で
す
。
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平
成
十
三
年
度
の
河
辺
村
老
人

医
療
費
は
約
七
十
六
万
円
で
す
。

前
年
度
に
対
し
て
、
二
・
二
%

の
増
、
一
人
あ
た
り
一
万
六
千
円

哩
ど
増
加
し
て
い
ま
す
。

老
人
医
療
費
は
、
九
割
以
上
が
、

各
医
療
保
険
か
ら
の
拠
出
金
と
国

や
県
、
村
の
公
費
に
よ
っ
て
ま
か

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
推

移
し
て
い
く
と
、
各
医
療
保
険
は

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
り
、
若
年
世

代
の
費
用
負
担
も
増
加
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

お
年
寄
り
一
人
一
人
が
自
分
の

健
康
に
関
心
を
持
ち
、
日
頃
か
ら

健
康
晴
つ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

}つ。
九
月
に
行
政
委
員
さ
ん
を
通

じ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
(
あ
な
た
の

負
担
は
ど
う
変
わ
る
)
を
配
り
ま

し
た
と
お
り
、
十
月
一
日
か
ら
老

人
保
健
法
の
改
正
に
伴
い
高
齢
者

の
患
者
さ
ん
の
負
担
が
変
わ
っ
て

お
り
ま
す
。

特
に
入
院
し
た
と
き
に
支
払
う

費
用
は
、
非
課
税
世
帯
等
に
該
当

す
る
方
は
病
院
の
窓
口
で
「
認
定

証
」
を
提
示
す
る
と
自
己
負
担
額

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

役
場
に
申
請
を
し
、
「
認
定
証
」

の
交
付
を
受
け
て
下
さ
い
。

@/A国flafl1
年度 平 均

総医療費 (円)
一人あたり医療費

受給者数(人) (年隠) (向)

9 368 232，464，224 631，696 

10 381 267，152，706 701，188 

11 392 279，866，482 713，945 

12 400 297，391，910 743，480 

13 409 310，738，337 759，751 
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老人塵療費負担
議所得に応じて医療費を賃担します。
警1か月の藍療費の負担が下表の限度額を超えたとき、申請により超えた分の払い戻しが受けられます。

12，000円l

15，000円

* ( )内(;1:、12か月間に4回以上高額療養費または高額医療費の支給を受ける場合(多数該当)の4回目からの限度額です。
※低所得E、Iの人が、入院等の治療を受ける場合は「限度額適用・標準負担額減額認定証」が必要です。

40，200円

三ツシェル①コヲ通
私は 1年以上日本で暮らしています。アメリカの家が

なつかしかったです。 8月にアメリカヘ帰りました。私

はカリフォルニアで大学の友達をたずねました。カリフ

オルニアをはなれカンザスで家族に会いました。親、祖

父母、弟および友達に会うごとができて、私は幸福で、し

た。母さんと弟のたんじようびを楽しみました。

アメリカのいくつかのものは、 2001年 9月11日以来異

なっていました。家にアメリカの国旗が描かれたのを見

ました!カンザスでもカ

リフォルニアでも人々の

生命は同じように尊重さ

れています。

多くのアメリカ人が、

平和を世界中で望みます。

私も平和を望みます。

;施i
?設;
j清 g

E掃 i
idbi 

村
内
各
地
に
お
い
て
、
婦

人
会
・
中
学
生
・
分
館
役
員

合
同
に
よ
り
施
設
清
掃
が
行

わ
れ
ま
し
た
J

真
夏
の
太
陽
の
も
と
、
吹

き
出
す
汗
を
拭
い
な
が
ら
施

設
周
辺
の
草
刈
り
や
草
引
き
、

施
設
内
の
ガ
ラ
ス
拭
き
、
花

植
え
等
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
が
見
違
え
る
よ
う
に
な

り
ま

L
た。

公
共
施
設
は
地
域
に
と
っ

変 いすので
ご作 も る 家大
苦業の気と切
労をで持同な
様さすちじ財
ずれ有をよ産
とた もう で
72皆ちにす

さ続大
ん け切自
大たに分 ミッシェルが撮りました
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廃
棄
物
処
理
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か

ら
、
い
わ
ゆ
る
野
焼
き
が
一
部
例

外
を
除
き
禁
止
に
な
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
一
般
廃
棄
物
に
お
い
て

は
、
処
理
基
準
に
従
っ
て
焼
却
炉

で
行
う
燐
却
は
認
め
ら
れ
て
お
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
廃
棄
物
処
理
法
施
行

規
則
が
改
正
さ
れ
、
今
年
の
十
二

月
一
日
か
ら
次
の
構
造
基
準
を
満

た
さ
な
い
焼
却
炉
は
使
用
で
き
な

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
八

O

O
度
以
上
の
状
態
で

焼
却
で
き
る
も
の
。

②
外
気
と
遮
断
さ
れ
た
状
態

で
定
量
ず
つ
ご
み
を
投
入

で
き
る
も
の
。

③
温
度
計
を
備
え
て
い
る
こ

と。

④
温
度
を
保
つ
動
燃
装
置
を

備
え
て
い
る
こ
と
。

こ
の
た
め
、
現
在
使
用
さ
れ
て

い
る
家
庭
用
焼
却
炉
の
大
半
は
改

正
後
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い

こ
と
か
ら
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
(
例
え
ば
ド
ラ
ム
缶
等
で
の

焼
却
。
)

焼
却
基
準
に
該
当
し
な
い
方

は
、
ご
み
は
指
定
の
袋
、
指
定
の

場
所
に
出
す
よ
う
に
し
て
下
さ

介
護
の
必
要
性
を
感
じ
る
タ
イ

ミ
ン
グ
は
、
人
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
次
の
よ
う
な
こ
と
に
思
い

あ
た
っ
た
ら
、
役
場
担
当
者
や
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相

談
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
介
護
が
必
要
か
ど

う
か
を
高
齢
者
が
自
分
で
判
断
す

る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
、

家
族
が
注
意
し
て
み
る
乙
と
も
大

切
で
す
。

・
買
い
物
や
掃
除
な
ぎ
の
家
事
を

す
る
の
が
負
担
に
な
っ
て
き
た

・
入
浴
の
際
、
足
を
滑
ら
せ
て
し

{臥こんにち防保髄車問⑩
盗 ~ほほえみは回復議室!---- 義

ま
う
こ
と
が
多
い

・
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た

・
歩
く
と
き
に
誰
か
の
支
え
が
必

要
に
な
っ
て
き
た

・
一
人
で
外
出
す
る
の
が
不
安

・
起
き
上
が
り
、
立
ち
上
が
り
な

ど
の
動
作
が
一
人
で
は
で
き
な

く
な
っ
て
き
た
な
ど

介
護
が
必
要
?
と
感
じ
た
ら

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
た
め
に
は
、
「
介
護
や
支
援

が
必
要
で
あ
る
」
と
認
定
さ
れ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
利
用
の
た
め
の
申
請
は
、

役
場
福
祉
課
の
介
護
保
険
担
当
窓

口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請

は
本
人
ま
た
は
家
族
が
行
い
ま
す

大洲保健所において、これまで、性感染症検査事業並びに

け IV抗体検査及びエイズに関する相談事業をそれぞれ別々

の事業として実施されていましたが、この度、性感染症検査、

HIV抗体検査及びエイズに関する相談、ウイルス性目干土佐検

査の各検査を連携して特定感染症検査として実施することに

なりましたので、お知らせします。なお、くわしくは、下記

をご覧下さい。

「特定感染症検査についてJ

が
、
介
護
で
手
が
離
せ
な
い
な
ど

の
理
由
で
無
理
な
場
合
に
は
、
指

定
居
宅
介
護
支
援
事
業
や
介
護
保

険
施
設
に
代
行
し
て
も
ら
え
ま

す
。
〔
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
と
ほ
、
都
遭
府
県
の
指
定
を
受

け
、
介
護
支
援
専
門
員
(
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
)
が
い
る
機
関
で
す
。

要
介
護
認
定
の
申
請
の
代
行
や
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
(
ケ
ア

0

フ
ラ

ン
)
の
作
成
を
依
頼
す
る
と
き
の

窓
口
と
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

と
の
連
絡
、
調
整
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
〕

申
請
に
必
要
な
も
の
は
、
要
介

護
・
要
支
援
認
定
申
書
、
介
護
保

険
被
保
険
者
証
、
健
康
保
険
被
保

険
者
証
(
第
一
一
号
被
保
険
者
の
場

合
)
で
す
。

( 
次の検査を無料.匿名で実施する。(予約制)

①性感染症検査(当面は梅毒検査のみを対象とする。)

②HIV抗体検査及び工イズに関する相談

⑥ウイルス性肝炎検査(①及び②の検査を一つ以上実施す

る者のうち、同時にウイルス性肝炎検査 (B型、 C型)

検査を希望する40歳以上の者に対する HBs抗原検査

及びHCV抗体等検査)

(検査・相談実施B~ 場所及び結果通知〉
①日 時・・・毎週火曜8 118守'"12時

(予約制:大洲保健所 TEl: 0893-24-3165) 

②場 所…大別保健所 (大洲庁舎 2階〕

③結果通知・ー.1週間後口EEで通知する。

社
会
保
険
事
務
所
は
、
保
険
料

を
納
め
忘
れ
て
い
る
方
等
に
、
電

話
で
お
知
ら
ぜ
を
し
て
お
り
ま

す。
ま
た
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が

な
く
、
便
利
で
安
心
の
「
口
座
掻

替
」
及
び
お
得
な
「
保
険
料
前
納

制
度
」
の
ご
案
内
も
し
て
お
り
ま

す。
連
絡
が
と
れ
な
い
場
合
、
夜

間
・
休
日
に
も
お
電
話
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。
最
近
、
社
会
保
険
事
務
所
を
名

乗
り
、
ご
家
族
の
勤
務
先
や
電
話

番
号
を
聞
き
出
す
不
審
な
電
話
が

相
次
い
で
い
ま
す
。
ま
た
、
架
空

の
団
体
名
(
全
国
社
会
保
険
事
務

セ
ン
タ
ー
、
全
国
健
康
保
険
管
理

組
合
業
務
セ
ン
タ
ー
等
)
を
名
乗

る
ケ
l
ス
も
あ
り
ま
す
。

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
と
の

よ
う
な
問
い
合
わ
せ
を
行
っ
て
い

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
こ

の
よ
う
な
不
審
な
電
話
を
受
け
た

場
合
は
、
回
答
し
な
い
で
、
松
山

西
社
会
保
険
事
務
所
、
又
は
役
場

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
c
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愛
媛
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
祭
二

O
O
二
喜
多
郡
大
会

が
、
五
十
崎
町
民
体
育
館
を
メ
イ

ン
会
場
と
し
て
郡
内
五
町
村
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

河
辺
村
か
ら
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
男
女
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
の

計
三
チ
l
ム
が
参
加
し
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮
さ
れ
、

予
選
リ
l
グ
成
績
は

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
ニ
勝
一
敗

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
ニ
勝
一
敗

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
一
勝
ニ
敗

と
、
八
幡
浜
地
方
大
会
へ
の
出
場

は
か
な
い
ま
ぜ
ん
で
し
た
が
、
近

年
ま
れ
に
み
る
好
成
績
を
収
め
る

ζ

と
が
出
来
ま
し
た
。
一

参
加
さ
れ
た
選
手
及
び
役
員
の

皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

わカ=平成14年 9月25日

今
年
で
九
回
目
と
な
る
『
河
辺

人
権
の
つ
ど
い
』
が
十
一
月
六
日

附
に
河
辺
小
学
校
体
育
館
を
全
体

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
、

三
瓶
町
よ
り
「
平
成
教
育
委
員
会
』

を
迎
え
、
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

い
ま
す
。

『
平
成
教
育
委
員
会
」
の
皆
さ

ん
は
、
県
内
外
で
音
楽
に
よ
る
人

権
啓
発
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
権
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会
で

は
、
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

(5) 

台
風
に
備
え
て
各
家
庭
で
は
、

風
で
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
が
倒
れ
た

り
、
看
板
や
ト
タ
ン
板
な
ど
が
飛

ば
な
い
か
、
点
検
し
て
お
き
ま
し

レ品

λ
ノ
。

そ
の
ほ
か
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が

飛
ん
だ
り
、
樹
木
の
枝
が
折
れ
か

か
っ
た
り
し
て
停
電
の
原
因
に
な

り
ま
す
の
で
、
家
の
廻
り
も
点
検

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

平成14年10月1日から雇用保険料を1，000分の2引き上げ
るとともに、保険料の追加徴収を行うこととなりました。

変更の内容

とヨ

1 2及び3以外の事業 15.5/1，000 17.511，000 
0土地の耕作若しくは開墾又は植物
の栽植、栽培、採取若しくは伐採
の事業その他農林の事業

210動物の飼育又は水産動植物の採掃 17.5/1，000 19.5/1，000 
若しくは養殖の事業その他畜産、
養蚕又は水産の事業

0清酒の製造の事業
土木、建築その他工作物の建設、

3 改造、保存、修理、変更、破壊若 18.5/1，000 20.5/1，000 
しくは解体又はその準備の事業 ま

た
、
停
電
に
備
え
て
懐
中
電

灯
の
準
備
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ

ジ
オ
も
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

台
風
が
過
ぎ
去
っ
た
後
、
切
れ

た
電
線
や
垂
れ
た
電
線
に
は
触
ら

な
い
よ
う
に
し
て
、
電
力
会
社
ヘ

連
絡
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

財
団
法
人
四
国
電
気
保
安
協
会

愛
媛
支
部
(
大
洲
支
所
)

T
E
L

ニ
三
i
五
O
一二

保険料の追加徴収
各偲別事業主の皆様へは、 12月中旬郵送により納付して

いただく金額等をお知らせし、 15年1月31日までに同封の
納付書により納めていただくこととなる予定です。

一般保険料額等の詳細につきましでは、厚生労働省ホー
ムページ (http://www.mhlw.goお)又は愛媛労働局(労働
保険徴収室・職業安定課)若しくは最寄りの労働基準監督
署・公共職業安定所(ハローワーク)にお問い合わせくだ
さLミ

|愛媛労働局・労働基準監督署・公共職業安定所(ハローワーク)I 

十
月
二
十
日
間
役
場
付
近
を
会

場
と
し
て
「
健
康
・
文
化
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

婦
人
会
に
よ
る
パ
ザ
1
・
文
化

協
会
発
表
会
・
健
康
、
つ
く
り
講
演

会
(
講
師
女
優
石
井
め
ぐ
み

氏
)
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
す
。

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

平
成
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
愛

媛
県
最
低
賃
金
は
、
時
間
額
の
み

の
表
示
と
な
り
、

一
時
間

穴
一
一
円
で
す
。

(
額
は
昨
年
と
同
額
)

※
一
日
の
労
働
時
間
が
八
時
間

の
労
働
者
に
対
す
る
賃
金
は

六
一
一
×
八
日
間
，
八
八
八

円
以
上
の
支
払
い
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

最
低
護
金
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
局
賃
金
室

(
宮

O
八
九
l
九
三
五
i
五
二
0
0

八
幡
浜
労
働
基
準
監
督
署

(
8
0
八
九
四
二
二
一
七
五
O

ノ、

平
成
十
四
年
度
県
民
総
合
文
化

祭
が
、
県
民
文
化
会
館
を
中
心
と

し
て
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
二
十
三
日
・
二
十
四
日
の
両

日
に
は
え
ひ
め
産
業
文
化
ま
つ
り

が
、
十
四
日
か
ら
十
六
日
に
は
高

校
総
合
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま

す。
そ
の
他
に
も
、
バ
レ
エ
・
演
劇

な
ど
の
公
演
も
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

県
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
内

愛
媛
県
県
民
総
合
文
化
祭

実
行
委
員
会
事
務
局

(
宮

O
八
九
l
九
四
五
|
二
八
五
O
)

ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

南
予
を
会
場
と
し
た
催
し
は
次

の
と
お
り
で
す
。

十
一
月
十
日

南
予
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(
八
幡
浜
市
民
会
館
)

十
一
月
二
十
三
日

演
劇
公
演
(
保
内
町
文
化
会
館
)

十
一
月
二
十
四
日

漢
詩
大
会
(
八
幡
浜
市
民
会
館
)
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七
月
二
十
九
日
に
、
大
洲
市
に

お
い
て
、
「
海
山
里
の
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
」
が
、
八
幡
浜
・
大
洲
地
区

広
域
市
町
村
圏
組
合
主
催
で
セ
ミ

ナ
ー
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

各
地
区
で
地
域
資
漉
を
生
か
し

た
町
、
つ
く
り
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
マ
ン
ネ
リ
か
ら
の
脱
却
を

図
り
た
い
自
治
体
も
多
く
、
そ
の

中
で
四
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
見
え

て
き
ま
し
た
。

地
域
を
変
え
る
に
は
、

①
外
の
目
線
か
ら
見
る
。

②
な
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
価
値

観
(
何
も
な
い
砂
浜
で
美
術
館

を
し
た
り
)
。

③
「
変
わ
る
」
か
ら
「
変
え
る
」

へ
と
主
動
的
に
な
る
こ
と
。

④
あ
り
の
ま
ま
で
い
い
と
い
う
こ

シ」。つ
ま
り
は
、
今
あ
る
資
源
は
ど

こ
に
も
な
い
す
ば
ら
し
い
資
産
で

あ
り
、
そ
れ
を
あ
る
が
ま
ま
に
う

け
と
め
、
そ
し
て
自
ら
が
行
動
を

起
こ
す
こ
と
で
私
た
ち
の
た
め
の

村
お
こ
し
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
、
と
感
じ
ま
し
た
。

市
町
村
合
併
が
進
む
中
、
今
ほ

ど
地
域
を
見
つ
め
直
す
時
は
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
住
む
私
た
ち

に
と
っ
て
暮
ら
し
ゃ
す
さ
や
自
然

と
の
共
存
は
、
都
会
か
ら
田
舎
に

憧
れ
る
人
た
ち
の
求
め
る
も
の
そ

の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
ま

ず
地
元
に
住
む
私
た
ち
の
喜
び
の

た
め
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

九
月
八
日
に
は
、
「
わ
ら
じ
で

歩
こ
う
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
」
が

ミ̂わカヨ第 151号

あ
り
、
二
百
九
十
三
名
ぷ
が
歩

か
れ
ま
し
た
。
今
年
は
官
句
で
龍

馬
を
詠
む
と
い
う
こ
と
で
、
澄
み

切
っ
た
秋
空
の
も
と
楽
し
み
な
が

ら
歩
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
龍
馬

が
た
ど
っ
た
道
も
、
今
や
村
内
外

に
浸
透
し
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
保

存
に
は
多
く
の
村
民
の
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

脱
藩
の
道
も
、
高
知
市
の
呼
び

か
け
に
よ
り
点
で
は
な
く
線
と
し

て
、
お
互
い
の
自
治
体
が
子
を
結

ん
で
県
境
を
越
え
守
り
連
携
し
て

ゆ
こ
う
と
、
連
絡
協
議
会
が
出
来

上
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

-事務所の設置
・各市町村からの
職員派遣

・幹事会、専門部会、
分科会の人選、
規程案の作成

・スケジ、ュールの作成
.事務現況調査の実施

合併準備室の設置平成14年9月

市
町
村
合
併
の
中
、
少
し
大
き

な
視
点
に
立
ち
、
そ
の
中
の
我
が

村
を
見
つ
め
直
す
こ
と
も
必
要
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

-設置告示
・県知事への届出

-愛媛県の議決
.総務省に届出

合併研究協議会(任意)の設置

4ユ
喜吉町有議吾

合併協議会設置議案の提出、議決
合併協議会関係補正予算案の提出、議決

平成14年10月

-官報に総務省告示

1 :新市発足、開庁式
.初議会

新市への準備

」ユ
市誕

4ユ
新組織体制へ移行

生新平成17年1月

封事ヶ峠にて

ゃね{まし溢fg

ふ
る
さ
と
に
望
む

中
学
校
卒
業
ま
で
北
平
用
の
山
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
学

校
も
遠
く
買
い
物
も
不
便
で
そ
れ
が
た
ま
ら
な
く
嫌
な
時
期

が
あ
り
ま
し
た
。
都
会
へ
の
あ
こ
が
れ
を
胸
に
中
学
卒
業
後
、

松
山
の
高
校
へ
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
ヶ
月
も
経

た
な
い
う
ち
に
風
邪
で
ダ
ウ
ン
。
「
河
辺
に
帰
り
た
い
。
」
と

泣
い
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
の
頃
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

八
年
ぶ
り
の
河
辺
に
帰
り
ま
し
た
。
今
年
は
私
の
中
で
「
中

学
の
頃
の
友
達
に
会
い
た
い
。
」
「
お
墓
ま
い
り
し
た
い
。
」

「
主
人
と
子
ど
も
た
ち
に
私
の
ふ
る
さ
と
を
見
せ
た
い
。
」
と

い
う
想
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
同
窓
会
の
知
ら
せ

が
入
り
主
人
も
「
皆
ん
な
で
帰
ろ
う
。
」
と
言
っ
て
く
れ
て
、

今
回
の
帰
省
と
な
り
ま
し
た
。
見
覚
え
の
あ
る
風
景
、
人
、

聞
き
覚
え
の
あ
る
方
言
。
私
は
懐
か
し
さ
で
、
胸
が
熱
く
な

り
ま
し
た
。
住
ん
で
い
る
と
き
に
は
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と

が
、
離
れ
て
初
め
て
わ
か
る
河
辺
の
良
さ
。
曲
が
り
く
ね
っ

た
道
路
も
緑
、
ば
か
り
の
山
々
も
、
忘
れ
か
け
て
い
た
星
空
も

す
べ
て
が
新
鮮
。
で
も
あ
っ
た
か
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
河
辺
を
守
っ
て
い
る
皆
さ
ん
が
い
て
下
さ
る
か
ら
、

河
辺
を
離
れ
た
私
た
ち
の
帰
る
場
所
が
あ
る
の
で
す
。
私
も

河
辺
出
身
者
の
一
人
と
し
て
、
感
謝
の
気
持
ち
、
誇
り
に
想

う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
私
は
、
兵
庫
県
伊
丹
市
に
住
ん
で
い
ま
す
。
本
州
と

四
国
も
い
ろ
ん
な
ル

l
ト
で
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

高
速
も
で
き
た
と
は
い
っ
て
も
早
速
に
は
帰
れ
な
い
距
離
で

す
。
今
回
の
患
で
の
帰
省
で
も
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は

し
ん
ど
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
六
才
の
息
子
が

「
ま
た
、
お
母
さ
ん
の
産
ま
れ
た
と
こ
行
き
た
い
。
」
と
言
っ

て
く
れ
「
ま
た
皆
ん
な
で
帰
ろ
う
な
。
」
と
約
束
を
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
日
か
ら
、
河
辺
で
も
ら
っ
た
「
元
気
パ
ワ

l
」

を
胸
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

お子さんとともに

品・ι 兵
別庫
田県
登伊

信吉右丹

宮子市
山，.--....
山本旧

身旦主
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成
人
式
が
河
辺
村
基
幹
集
落
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

の
新
成
人
は
、
昭
和
五
十
七
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
四
月

一
日
生
ま
れ
の
十
四
名
で
、
そ
の

う
ち
出
席
者
は
十
二
名
で
し
た
。

式
典
で
は
稲
田
村
長
が
式
辞
を

述
べ
、
来
賓
の
河
辺
村
議
会
議
長

と
、
河
辺
村
教
育
委
員
長
よ
り
祝

福
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
最
後
に
成
人
者
を
代
表
し
て

藤
田
泰
樹
さ
ん
が
「
努
力
を
積
み

重
ね
、
社
会
の
原
動
力
と
し
て
若

わカヨ

大
洲
警
察
署
が
、
大
洲
市
大
洲

か
ら
大
洲
市
東
大
洲
に
移
転
し
ま

す。
な
お
、
運
転
免
許
の
更
新
な
ど

の
一
般
業
務
は
、
十
月
二
十
八
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
で
す
。

大

洲

警

察

署

新

庁

舎

平成14年 9月25日

一
、
移
転
先
(
新
庁
舎
)

一T
七
九
五

1
0
0
六
四

大
洲
市
東
大
洲
二
ハ
八
六
番
地
一

二
、
警
察
署
代
表
電
話
番
号

。
八
九
三
l
二
五
l

二

(7) 

三
、
平
成
十
四
年
十
月
二
十
七
日
制

午
前
八
時
三
十
分
よ
り
業
務
開
始

(
当
日
は
、
当
直
体
制
)

い
力
を
貢
献
し
ま
す
。
」
謝
辞
を

述
べ
式
典
を
終
え
ま
し
ア

式
典
が
終
わ
っ
た
後
に
は
懇
親

会
が
行
わ
れ
成
人
者
一
人
一
人
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ほ
ろ
酔
い
気
分
の
成
人
者
か
ら
現

況
報
告
や
将
来
の
夢
な
ど
様
々
な

事
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

最
後
に
、
来
賓
の
山
崎
勝
弘
先
生

(
恩
師
)
よ
り
、
成
人
者
が
中
学
三

年
生
、
だ
っ
た
当
時
を
振
り
か
え
り

な
が
ら
、
大
人
に
な
っ
た
生
徒
ヘ

熱
い
〆
ッ
セ

l
ジ
を
送
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
の
懇
親
会
で
し
た
。

成
人
者
の
皆
様
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

て
ん
ぷ
ら
油
に
よ
る

火
災
の
防
止

祝成人!

平
成
十
三
年
中
の
建
物
火
災
の

出
火
原
因
を
見
る
と
、
こ
ん
ろ
に

よ
る
も
の
が
最
も
多
く
、
大
半
が

て
ん
ぷ
ら
油
に
よ
る
も
の
で
す
。

て
ん
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災
は
、

て
ん
ぷ
ら
を
揚
げ
て
い
る
と
き

に
、
電
話
や
来
客
、
子
ど
も
の
世

話
な
ど
で
、
こ
ん
ろ
か
ら
離
れ
た

時
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
が
原
因

で
発
生
し
て
い
ま
す
。

ー
て
ん
ぷ
ら
油
の
特
性
!

①
て
ん
ぷ
ら
油
は
、
三
六

O
度

以
上
と
な
る
と
、
口
火
が
な
く

て
も
自
然
と
発
火
し
ま
す
。

②

て

ん

ぷ

ら

油

0
・
五
か
ら
一

リ
ッ
ト
ル
を
コ
ン
ロ
で
加
熱
す

る
と
、
お
お
よ
そ
二
十
分
か
ら

奇
跡
目
劇
動
引
釦
宮
町
i
一一

一一
3
「
移
動
警
察
相
談
所
」
の
一
一

F
i
j
i同庁一

大
洲
警
察
署
で
は
、
平
成
十
四

年
九
月
か
ら
、
管
内
の
四
箇
所
に

お
い
て
、
「
移
動
警
察
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。

暴
力
団
、
薬
物
、
迷
惑
電
話
、

悪
質
商
法
、
ス
ト

l
カ
l
、
配
偶

者
間
暴
力
、
い
じ
め
、
家
庭
内
暴

力
、
非
行
問
題
等
で
悩
ん
で
い
る

方
は
、
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

相
談
所
の
開
設
日
時
・
場
所

三
十
分
で
、
火
が
つ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

③
揚
げ
物
の
材
料
や
て
ん
か
す

が
鍋
に
あ
れ
ば
、
二

O
O度
近

く
で
火
が
つ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す。

④
て
ん
ぷ
ら
油
を
、
こ
ん
ろ
で

加
熱
し
、
約
五
分
で
揚
げ
物
に

適
し
た
温
度
(
約
一
六

O
度
か

ら
二

O
O度
)
に
達
し
ま
す
。

ー
て
ん
ぷ
ら
油
火
災
の
消
火
|

て
ん
ぷ
ら
油
に
火
が
つ
い
た

時
、
水
で
消
火
し
よ
う
と
す
る
と
、

炎
が
爆
発
的
に
拡
大
し
、
周
囲
に

油
が
飛
び
散
り
、
大
や
け
ど
を
負

っ
た
り
し
て
大
変
危
険
で
す
。
あ

わ
て
な
い
で
炎
の
状
態
を
よ
く
確

認
し
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
行

動
し
ま
し
ょ
う
。

①
炎
が
小
さ
く
、
油
面
を
動
き

回
っ
て
い
る
と
き
は
、
鍋
の
ふ

た
な
ど
で
覆
い
消
火
す
る
。

②
炎
が
大
き
い
と
き
は
、
消
火

器
で
消
火
す
る
。

③
絶
対
に
、
水
で
消
火
し
な
い
。

は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

O
毎
月
第
一
水
曜
日

菅
田
駐
在
所

O
毎
月
第
二
水
曜
日長

浜
交
番

O
毎
月
第
三
水
曜
日

八
多
喜
駐
在
所

O
毎
月
第
四
水
曜
日

肱
川
駐
在
所

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
二
時

i
五
時
の
間

(
本
署
で
は
、

い
ま
す
)

常
時
受
け
付
け
て



(8) 平成14年 9月25日fミわiJ) 第 151号

か
わ
ペ
ふ
る
さ
と
祭
り
は
、
今

年
二
十
歳
を
迎
え
ま
し
た
c

突
然

の
雨
に
よ
り
、
開
始
時
間
を
三
十

分
遅
ら
せ
る
と
い
う
大
き
な
ハ
プ

ニ
ン
グ
が
あ
り
、
ま
し
た
が
、
始
ま

っ
て
み
る
と
、
昨
年
以
上
の
来
場
一

者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
来
場
者
の
笑
い
声
や
笑
顔
に

よ
り
、
空
を
覆
っ
て
い
た
雨
雲
も

い
つ
の
ま
に
か
消
え
去
っ
て
い
ま

し
た
。ま

た
来
年
も
こ
こ
で
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
。

今
回
の
「
わ
ら
じ
で
歩
こ
う
坂

本
龍
馬
脱
藩
の
道
」
は
、
俳
句
三

味
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

前
夜
祭
で
は
、
俳
人
の
夏
井
い

っ
き
先
生
を
お
迎
え
し
て
「
俳
句

ラ
イ
ブ
」
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、

誰
で
も
五
分
で
一
旬
で
き
ち
ゃ
う

技
を
夏
井
先
生
に
教
え
て
も
ら

い
、
参
加
者
に
俳
句
を
作
っ
て
も

ら
い
ま
す
。
そ
し
て
、
で
き
あ
が

っ
た
作
品
を
皆
ん
な
で
議
論
し
な

が
ら
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
め
よ
う

と
い
う
言
葉
の
ゲ

1
ム
が
「
俳
句

ラ
イ
ブ
」
で
す
。
今
、
自
分
が
作

っ
た
俳
句
が
、
そ
の
場
で
評
価
さ

れ
る
と
い
う
ゲ

i
ム
と
し
て
の
ス

リ
ル
も
あ
り
、
参
加
者
全
員
が

《
座
》
の
楽
し
さ
・
議
論
の
楽
し

さ
を
満
喫
で
き
た
様
子
で
し
た
c

翌
日
の
村
内
十
五
担
に
わ
た
る

脱
藩
の
道
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
で
も
、

参
加
者
に
俳
句
を
ひ
ね
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
脱
藩
の
道
を
一
歩

一
、
」
み
し
め
つ
つ
、
皆
さ
ん
思

野を越え山を越え

龍馬を詠む

い
思
い
に
俳
句
を
詠
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
河
辺
の
自
然
を
詠
ん
だ
句

や
、
龍
馬
を
偲
ん
だ
句
な
ど
、
多

く
の
俳
句
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

な
か
に
は
、
一
人
で
十
旬
以
上
も

詠
ま
れ
た
方
も
お
り
、
大
変
な
盛

況
ぶ
り
で
し
た
。
過
去
に
何
度
か

参
加
さ
れ
た
方
も
脱
藩
の
道
を
歩

き
な
が
ら
俳
句
を
詠
む
と
と
で
、

新
た
な
発
見
や
感
じ
た
も
の
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
年
は
新
し
い
趣
向
を
盛
り
込

み
、
参
加
者
の
方
々
に
満
足
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
は
、
第
十
五
回
と
い
う
節
目

の
開
催
と
な
り
ま
す
。
よ
り
盛
大

に
、
よ
り
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
に

な
る
よ
う
、
今
か
ら
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

完全踏破するぞ!
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照
り
つ
け
る
真
夏
の
太
陽
の
も

と
、
第
二
十
三
田
愛
媛
県
消
防
操

法
大
洲
喜
多
地
区
大
会
が
、
大
洲

市
若
宮
五
郎
橋
上
流
河
川
敷
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
消
防
を
と
り
ま

く
環
境
の
著
し
い
変
化
に
対
応

し
、
消
防
操
法
技
術
の
習
得
に
よ

り
、
消
防
団
員
の
士
気
と
消
防
精

神
の
高
揚
を
図
り
、
も
っ
て
住
民

生
活
の
安
全
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

代
表
と
し
て
、
第
一
分
団
よ
り

わ

指
揮
者

一
番
員

二
番
員

三
番
員

本苔古藤
円本野岡

貴
浩
部
長

挙
一
回
団
員

寿
幸
団
員

哲
也
団
員

カヨ

以
上
の
四
名
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
部
に
参
加
さ
れ
、
第
四
位
と
い

う
好
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

選
手
及
び
関
係
者
の
皆
さ
ん
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

平成14年 9月25日(9) 

十
月
一

i
七
日
は
「
公
証
週
間
」

で
す
。公

証
役
場
を
ご
存
知
で
す
か
。

公
証
役
場
で
は
、
当
事
者
の
依
頼

に
よ
り
、
金
銭
の
貸
借
、
不
動
産

の
売
胃
で
賃
貸
、
損
害
賠
償
や
慰

謝
料
の
支
払
い
な
ど
各
種
の
契
約

書
(
公
正
証
書
)
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
公
正
証
書
に
は
、
判
決
書

と
同
様
に
、
差
押
え
や
取
立
て
の

効
力
が
あ
り
ま
す
。
遺
言
書
も
公

証
役
場
で
作
成
し
て
お
く
と
、
家

庭
裁
判
所
の
検
認
と
い
う
手
続
を

受
け
る
こ
と
な
く
効
力
が
認
め
ら

れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
会
社
の
設

立
の
た
め
の
定
款
や
私
署
証
書
の

認
証
、
確
定
日
付
の
付
与
な
ど
の

事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

法
律
行
為
の
確
実
を
期
す
た
め

に
は
、
公
正
証
書
を
作
成
し
た
り
、

認
証
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。公

証
役
場
で
は
、
い
つ
で
も
公

正
証
書
に
関
し
て
の
法
律
相
談
を

行
っ
て
お
り
、
相
談
は
無
料
で
す
。

。
問
い
合
わ
せ
先

小型ポンプ操法スタート!

松
山
合
同
公
証
役
場

一T
七
九

0
1
0
0
0
二

松
山
市
二
番
町
一
十
一
五

官

O
八
九
|
九
四
一
lis-
一
二
八
七
一

八
幡
浜
公
証
役
場

一T
七
九
六
!
八

O
O
二

八
幡
浜
市
広
瀬
一
ltool--

七

六

2
0
八
九
四
一
一
二
|
一
一

O
七
O

5
中
山
間
地
域
等
車
接
支
払
制
度
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
i

「
多
面
的
機
能
」
と
い
う
言
葉

を
知
っ
て
い
ま
す
か
?

近
年
、
農
村
・
農
地
・
山
林
な

ど
は
、
単
に
食
糧
や
材
木
の
生
産

の
場
、
だ
け
で
な
く
、
水
源
か
ん

養
・
洪
水
防
止
・
多
様
な
動
植
物

の
生
息
地
・
美
し
い
農
村
風
景
に

よ
る
休
養
の
場
な
、
ど
の
多
く
の
機

能
が
あ
り
、
下
流
域
や
都
市
住
民

な
ど
多
く
の
人
の
た
め
に
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
み
な

お
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

敬
老
の
式
典
及
び
敬
老
会
が
、

河
辺
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

敬
老
の
式
典
で
は
、
昨
年
九
月

十
六
日
か
ら
一
年
間
に
亡
く
な
ら

れ
た
十
四
名
の
方
々
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
て
黙
祷
を
捧
げ
ま
し

た。
村
長
式
辞
の
あ
と
、
今
年
米
寿

を
迎
え
ら
れ
た
橡
谷
の
藤
岡
ア
サ

コ
さ
ん
他
二
名
に
対
し
、
県
知
事

か
ら
木
杯
、
村
長
か
ら
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
九
十
歳
以
上
の
方
十
九

名
に
も
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た。
な
お
、
河
辺
村
の
最
高
齢
者
は

で
も
、
の
多
面
的
機
能
を
増
進

す
る
活
車
を
行
う
こ
と
が
重
視
さ

れ

τい
ま
す
。
河
辺
村
の
協
定
集

落
で
は
、
「
景
観
作
物
の
作
付
け
」
、

「
鯉
を
利
用
し
た
水
田
の
除
草
」
、

「
減
農
薬
の
た
め
の
堆
き
ゅ
う
肥

の
施
肥
」
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
交
付
金
の
一
部
は
こ
の
よ

う
な
活
動
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。昨

年
度
に
お
い
て
一
河
辺
村
で

は
、
十
四
集
落
・
四
十
五
加
で
こ

の
制
度
に
取
り
組
み
、
約
六
六

O

万
円
の
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

新
規
の
取
り
組
み
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
役
場
産
業
建
設
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

日
除
の
松
下
ヨ
ミ
ヱ
さ

ん
で
、
今
年
百
一
歳
に

な
ち
れ
ま
す
。

十
三
日
に
は
、
県
知

事
、
県
社
会
福
祉
協
議

会
長
か
ら
祝
状
と
記
念

品
、
村
長
よ
り
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今

後
益
々
の
ご
長
寿
を
ご

祈
念
い
た
し
ま
す
。

午
後
か
ら
は
、
婦
人

会
に
よ
る
敬
老
会
が
行

わ
れ
、
多
彩
な
演
芸
と

老
人
の
方
々
の
カ
ラ
オ

ケ
等
が
あ
り
、
楽
し
く

過
ご
さ
れ
ま
し
た
c

一E

平
成
十
四
年
度
の
実
施
状
況

4

一

番

河

辺

村

全

体

撃

一

一
集
落
数

j
i
-
-
;
:
一
四
集
落
一

一
対
象
農
用
地
面
積
・
:
四
五
凶
一

一
回
・
:
一
七

M
(一
ニ
七
・
五
%
)
一

一
畑
・
:
二
八
h

(
六
二
・
五
%
)
一

一
交
付
金
額
:
・
六
，
五
九
四
千
円
一

一
協
定
参
加
者
数
・
:
一

O
二
人
一

一
鯵
一
集
落
あ
た
り
平
均
敏
一

一
対
象
農
用
地
面
積
:
:
:
三

h
一

一
交
付
金
額
;
:
:
四
七
一
千
円
一

一
協
定
参
加
者
数
・
:
七
・
三
人
一

一
番
一
参
加
者
あ
た
り
平
均
舎
一

一
対
象
農
用
地
面
積

0
・
四
h
一

一
交
付
金
額
・
:
:
:
:
六
瓦
千
円
一

「
※
交
付
金
額
は
一
年
間
あ
た
り
の
額
」ご長寿をお祈りします



(10) 平成14年 9月25日Jミわip 

んち
、
j

刊
助
崎

の之
駒
市
有
川

端

津

(

胡米

第 151号

私生童九ちゃん
(下大成)

10 月 11 月

健康棺談
2 
3 11詰防諜賞召集
4 Uええι戸巳 いヲふーLγ 

5 健康相談
スポレク八幡浜地方大会 6 人権のつどい

7 

8 
9 

心配ごと相談献血 10 三杯谷の滝まつり
11 心配ごと相談
12 

村民運動会 13 
14 

健康相談 15 
16 
17 レクバレー大会

18 
19 戦没者追悼式健康相談

健康・文化フェスァィパル 20 
21 婦人学級・品齢者教室合同会
22 

地方祭_.嶋神社(ニ嶋) 23 中学校文化祭
地方祭:天神社 24 
金婚式心配ごと相談

25 
心配ごと相談行政相談

行政相談
地方祭:春日神社 26 
地方祭:ニ島神社(川崎) 27 

28 

29 
30 
31 

未定

インフォメーション

て
Q

J
i
ス

河
辺
村
の
宝
物

ゅうくんおめでとう。と 1 
れからも元気一杯に青つ
てね。(父母より)

(本人より)

一
一
氏
権
教
震
以
一
吸
不
一
家
一
側

「
共
に
生
き
る
た
め
に
」

ア
ジ
ア
の
医
療
向
上
と
地
域
指

導
者
の
養
成
に
力
を
尽
く
し
て
き

た
医
師
岩
村
昇
さ
ん
(
宇
和
島
市

出
身
)
の
話
で
す
。

結
核
患
者
を
早
期
発
見
す
る
た

め
、
ネ
パ
ー
ル
の
あ
る
山
村
に
入

っ
た
時
の
こ
と
、
一
人
の
年
老
い

た
女
性
が
時
血
し
て
苦
し
ん
で
い

る
の
に
出
会
っ
た
。
少
し
で
も
早

く
病
院
に
連
れ
て
帰
り
た
い
け
れ

ど
、
運
ぶ
子
立
て
が
な
い
。
そ
の

翌
朝
、
ち
ょ
う
ど
通
り
か
か
っ
た

¥ 

事
者
草
書
蓮
華
宜
宜
著
書
梯
普
亙
菩
主
義
曹

若
者
が
、
彼
女
を
か
つ
い
で
山
を

三
つ
越
え
た
診
療
所
ま
で
運
ん
で

く
れ
た
。
お
礼
を
す
る
つ
も
り
で

財
布
を
取
り
出
し
、
お
金
を
出
し

か
け
た
ら
、
そ
の
若
者
に
し
か
ら

れ
た
。「

ド
ク
タ
ー
、
あ
な
ど
っ
て
も

ら
っ
て
は
困
る
。
お
れ
は
確
か
に

貧
乏
は
し
て
い
る
が
、
こ
の
三
日

間
、
金
儲
け
し
よ
う
と
思
っ
て
お

ば
あ
さ
ん
を
担
い
で
き
た
の
で
は

な
い
己

「
じ
ゃ
、
い
っ
た
い
何
の
た
め

「
共
に
生
き
る
た
め
に
。
生
き

る
と
は
分
か
ち
合
う
こ
と
、
君
。
お

れ
は
若
い
。
お
ば
あ
さ
ん
は
、
年

日
江
川
ド
…

L
E
T
Z
-命

4
・TH

憂
祭
り
家
内
安
全
祈
り
つ
つ

輪
く
ぐ
り
を
す
る
参
拝
の
人

た
ず

久
々
に
訪
ね
く
れ
た
る
小
一
の

孫
は
に
か
み
て
吾
に
捲
け
ず

帰
省
客
ら
車
を
と
め
て
声
か
け
る

八
十
余
才
の
吾
は
嬉
し
き

静
か
な
る
公
害
も
な
き
山
峡
に

と
ん
ぼ

錆
蛸
と
ぴ
安
う
里
の
夕
暮
れ

が

ん

ば

っ

う

れ

日
午
魁
で
空
を
見
上
げ
て
憂
い
顔

雨
が
続
い
て
又
一
畳
い
顔

た
ん
ざ
く
あ
ま

さ
ち
さ
ら
と
ゆ
れ
る
短
冊
天
の
川

し
あ
わ
せ

小
さ
な
倖
孫
と
祈
り
ぬ

に
ご
り
江
の
波
に
漂
う
人
形
は

笑
顔
さ
み
し
く
吾
を
み
つ
め
る

を
と
っ
て
い
る
。
お
れ
は
健
康
で

体
力
も
余
っ
て
い
る
。
お
ば
あ
さ
一

ん
は
、
病
気
で
体
力
を
な
く
し
て
附

い
る
。
お
れ
に
余
っ
て
い
る
若
さ
醐

と
体
力
を
長
い
人
生
の
だ
っ
た
三
欄

日
間
、
だ
け
、
お
す
そ
分
け
し
た
だ
帥

け

だ

。

」

醐

一
文
も
受
け
取
ら
ず
に
去
っ
て
榊

い
く
若
者
の
服
は
ボ
ロ
ボ
ロ
、
素
紳

足
の
足
の
裏
か
ら
は
、
血
の
跡
が
醐

赤
い
点
に
な
っ
て
地
面
に
残
っ
て
榊

L

た

。

神

間
和
教
育
だ
よ
り
第
六
十
五
号
陣

『
幸
せ
へ
の
道
」
よ
り
輔

(
河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
)
…

一
自
は
・

7
・

n

(
圭
凶
・

9
・
叩

大
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

弘
田

ム

消
息

石
頼

(
一
二
久
保
)

以山歳

人のうごき
(平成14年 9月1日現在)

世帯数 536戸
男子 654人
女子 689人
計 1，343人

1，367 (ム 24)

1，376 (ム 33)

1，385 (ム 42)

1，406 (ム 63)

1，415 (ム 72)

H13. 9.1現

H12. 9.1現

Hll. 9.1現

H10.9.1現

H9目 9目 1現


